
　

東
御
市
企
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
等
運
営
委

員
会
（
東
御
市
・
東
御
市
商
工
会
・
東

御
市
工
業
振
興
会
・
東
御
市
羽
毛
田
工
業

団
地
協
議
会
）
主
催
に
よ
る
新
春
経
済
講

演
会
を
１
月
11
日
午
後
３
時
か
ら
平
安
閣

「
み
ま
き
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
、

東
御
市
工
業
振
興
会
内
山
三
男
理
事
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
講
師
に
お
招
き
し
た
東
京

大
学
名
誉
教
授
月
尾
嘉
男
氏
が
「
地
域
か

ら
変
革
す
る
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
ソ
フ
ト

口
調
で
話
し
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
学
生

時
代
は
都
市
工
学
、
交
通
シ
ス
テ
ム
工
学

の
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
40
歳
代
後
半
か

ら
は
情
報
通
信
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
起
こ
し
を
提
唱
し
、
全
国
各
地
に

自
ら
が
塾
長
に
就
任
し
た
私
塾
を
設
け
て

お
ら
れ
、
深
い
分
析
、
数
多
く
の
経
験
・

体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
興
味

あ
る
デ
ー
タ
を
提
示
さ
れ
な
が
ら
論
理
的

な
話
し
は
説
得
力
が
あ
り
、
今
、
日
本
・

地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
、
解
決
策
に
真

正
面
か
ら
向
き
合
い
示
唆
に
富
み
、
感
動

さ
え
覚
え
ま
し
た
。
時
代
は
、
明
治
維
新

か
ら
平
成
維
新
へ
、
工
業
社
会
（
一
様
）

か
ら
情
報
社
会
（
多
様
）
へ
、
経
済
大
国

（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
か
ら
文
化
大
国
（
Ｇ
Ｎ
Ｃ
）

へ
と
。
か
つ
て
日
本
人
は
名
誉
を
重
ん
じ

る
民
族
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
日
本
人
は

ど
う
な
の
か
？
名
誉
と
は
、
自
分
が
正
し

い
こ
と
を
守
る
こ
と
。
地
域
に
は
宝
物
・

魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
使

う
か
で
あ
る
と
。
そ
し
て
、
陽
は
ま
た
昇

る
と
結
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

東
御
市
工
業
振
興
会
の
後
藤
誠
副
理
事
長

か
ら
謝
辞
が
あ
り
講
演
会
は
終
了
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
会
場
を
移
し
、
平
成
最

後
の
新
春
賀
詞
交
換
会
を
花
岡
利
夫
市
長

は
じ
め
来
賓
・
商
工
会
員
８
７
名
が
出
席

し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表

し
て
清
水
初
太
郎
商
工
会
長
よ
り
今
年
の

経
済
界
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
備
え
る
」
で

あ
る
と
ご
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
の
祝
辞
・

乾
杯
と
続
き
、
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
い

ま
し
た
。
今
年
は
、
５
月
か
ら
新
元
号
に

な
り
ま
す
。
統
一
地
方
選
挙
に
参
議
院
選

挙
。
10
月
か
ら
消
費
税
率
が
10
％
に
変
わ

り
ま
す
。
株
式
の
相
場
で
亥
年
は
、
小
幅

な
値
動
き
に
と
ど
ま
る
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
（
昨
年
2
0
1
8
年
「
戌
年
は
笑

う
」
、
今
年
2
0
1
9
年
「
亥
固
ま
る
」
、

来
年
2
0
2
0
年
「
子
年
は
繁
栄
」
）
。

完
成
し
た
自
己
や
成
熟
し
た
組
織
を
見
直

し
、
次
の
段
階
を
目
指
し
準
備
を
し
、
内

部
の
充
実
に
心
掛
け
る
と
良
い
年
の
様
で

す
。

　

ま
さ
し
く
「
備
え
る
」
。
今
年
は
ど
ん

な
１
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
皆
様
と

一
緒
に
夢
の
あ
る
１
年
に
し
ま
し
ょ
う
！
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平
成
か
ら
新
し
い
年
号
に
な
る
今
年
、
日
本

経
済
界
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
備
え
る
」
だ
そ
う

だ
。
ど
ん
な
変
化
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
不
安

が
頭
を
よ
ぎ
る
。

　

猪
は
猛
烈
に
突
進
す
る
恐
い
動
物
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
。
実
際
に
は
非
常
に
警
戒
心
が

強
く
鼻
が
利
く
動
物
の
よ
う
だ
。
「
猪
」
年
は

過
去
に
多
く
の
災
害
が
発
生
し
た
歴
史
も
あ
る
。

予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
・
津
波

に
加
え
豪
雨
災
害
も
近
年
多
く
発
生
し
て
い
る

の
で
猪
の
如
く
警
戒
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
「
備

え
」
を
十
分
実
行
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
の
年
と

思
わ
れ
る
。

　

災
害
の
備
え
ば
か
り
で
な
く
経
済
界
も
同
様

に
鼻
を
利
か
せ
「
備
え
る
」
年
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

毎
日
報
道
さ
れ
て
い
る
米
中
の
対
立
は
単
な

る
貿
易
摩
擦
だ
け
で
な
く
、
知
的
財
産
権
や
発

展
途
上
国
開
発
も
交
え
た
覇
権
争
い
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
。

　

ハ
イ
テ
ク
関
連
の
中
国
製
品
は
物
に
も
よ
る

が
部
品
の
半
分
近
く
日
本
製
が
使
わ
れ
て
い
る

と
見
る
人
も
多
い
だ
け
に
中
国
経
済
の
失
速
は

日
本
経
済
に
大
き
な
打
撃
に
な
り
う
る
と
思
わ

れ
る
。

　

安
倍
首
相
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
並
み
の
不

況
が
無
い
限
り
消
費
増
税
に
踏
み
切
る
姿
勢
を

崩
し
て
い
な
い
。

　

前
回
迄
の
税
率
ア
ッ
プ
を
見
て
い
る
と
買
い

控
で
か
な
り
の
影
響
が
あ
り
、
景
気
後
退
局
面

が
し
ば
ら
く
続
い
た
。
こ
の
経
験
か
ら
も
「
備

え
」
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
政
府
が
音
頭

を
取
り
増
税
対
策
費
が
2
兆
円
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
対
応
、
そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
還
元

等
、
商
工
会
が
大
き
く
関
わ
る
案
件
の
気
が
す

る
。
前
回
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
は
市
及
び

小
売
店
の
負
担
で
商
工
会
が
実
行
部
隊
で
あ
っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
た
事
が
頭
を

よ
ぎ
る
。
他
に
も
多
く
の
課
題
が
中
小
企
業
に

山
積
し
て
い
る
が
、
大
き
く
分
類
す
る
と
、
事

業
継
承
・
生
産
性
向
上
・
人
手
不
足
等
で
あ
る

の
で
、
中
小
企
業
庁
も
中
小
施
策
経
営
革
新
に

軸
足
を
置
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
打
ち
出
し

て
い
る
。

　

2
0
1
8
年
度
の
法
人
向
け
事
業
承
継
の
抜

本
的
拡
充
に
続
き
2
0
1
9
年
度
は
個
人
事
業

者
へ
対
象
を
広
げ
優
遇
措
置
を
設
け
る
よ
う
だ
。

経
営
者
の
高
齢
化
が
進
み
今
後
10
年
間
の
間
に

平
均
引
退
年
齢
で
あ
る
70
歳
を
超
え
る
中
小
企

業
の
経
営
者
は
２
４
５
万
人
に
達
す
る
。
そ
の

約
半
数
が
後
継
者
不
在
。
大
量
の
廃
業
を
防
ぐ

為
に
事
業
承
継
は
待
っ
た
な
し
の
問
題
だ
。

　

生
産
性
向
上
は
人
手
不
足
対
応
も
大
き
く
関

係
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
や
Ａ
Ｉ

（
人
的
知
能
）
な
ど
と
い
っ
た
革
新
的
技
術
の

活
用
が
不
可
欠
だ
。
人
手
を
か
け
ず
に
機
械
化

な
い
し
は
ロ
ボ
ッ
ト
化
す
る
と
い
う
事
だ
。
当

商
工
会
も
県
連
と
連
携
し
て
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
設
置
し
、
ど
ん
な
相
談
に
も
乗
れ
る
体

制
を
引
い
て
い
る
。
単
会
指
導
員
と
上
小
地
域

の
指
導
員
ま
た
は
県
連
の
上
席
専
門
経
営
支
援

員
を
交
え
て
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
が
出
来

る
体
制
が
整
っ
て
い
る
の
で
有
効
に
活
用
し
て

ほ
し
い
。

　

ま
た
国
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発

展
を
図
る
た
め
、
各
種
の
補
助
金
や
優
遇
税
制

な
ど
充
実
し
た
施
策
を
設
け
て
い
る
。
特
に

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
は
当
会
員

も
多
く
利
用
し
て
お
り
、
看
板
設
置
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
店
舗
改
装
な

ど
を
行
い
、
新
規
顧
客
の
開
拓
に
つ
な
げ
て
い

る
。
指
導
員
に
一
言
相
談
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
。

　

県
及
び
市
町
村
の
財
政
が
厳
し
い
中
、
商
工

会
に
対
す
る
補
助
金
も
減
額
傾
向
に
あ
り
、
会

員
増
強
、
共
済
推
進
を
進
め
、
各
支
会
の
活
動

費
等
検
討
課
題
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
本
年
も

会
員
の
皆
様
の
ご
健
闘
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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新
年
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ご
あ
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東
御
市
商
工
会
長
　
清
水
初
太
郎
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商
工
会
役
職
員
視
察
研
修
を
昨
年
11
月
15
日

（
木
）
～
16
日
（
金
）
の
１
泊
２
日
の
日
程
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
（
今
回
は
役
員
改
選
の

年
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
）
１
日
目
、
渋
谷

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
第
58
回
商

工
会
全
国
大
会
に
出
席
。
大
会
で
は
、
全
国

か
ら
３
，
０
０
０
人
余
り
が
参
加
し
、
全
国

１
０
０
万
会
員
の
英
知
を
結
集
し
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
資
す
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向

け
た
決
意
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
、

新
し
く
開
場
さ
れ
た
豊
洲
市
場
の
視
察
・
見
学
、

迎
賓
館
赤
坂
離
宮
を
見
学
、
そ
し
て
、
池
袋
で

開
催
さ
れ
た
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
を
視
察
見

学
し
、
帰
途
に
つ
き
無
事
全
日
程
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
、
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
や
都
市
部
へ
の
一
極
集
中
に
伴
う
人
口
減
少

の
影
響
が
拡
大
し
て
お
り
、
働
き
手
の
不
足
、

消
費
人
口
の
減
少
な
ど
、
地
域
の
中
小
・
小
規

模
事
業
者
が
持
続
的
経
営
を
行
っ
て
い
く
上
で

大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
商

工
会
が
果
た
す
役
割
は
従
来
に
も
増
し
て
大
き

な
も
の
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
商
工
会
役
員
の
皆
様
は
じ
め
会

員
の
皆
様
と
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
各
種
事
業
を
推
進
し
諸
課
題
に
対
処

し
て
い
き
た
く
、
一
層
の
ご
指
導
・
ご
支
援
の

程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
21
日
、
浅
間
山
麓
産
業
振
興
推
進

協
議
会
の
視
察
研
修
交
流
会
・
懇
談
会
を
東
御

市
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
浅
間
山
麓
産

業
振
興
推
進
協
議
会
っ
て
な
あ
～
に
？
…
…
平

成
16
年
２
月
に
小
諸
商
工
会
議
所
・
軽
井
沢
町

商
工
会
・
御
代
田
町
商
工
会
・
東
御
市
商
工

会
・
小
諸
市
観
光
協
会
・
・
軽
井
沢
町
観
光
協

会
・
御
代
田
町
観
光
協
会
・
東
御
市
観
光
協
会

の
経
済
８
団
体
が
、
浅
間
山
麓
の
広
域
的
な
産

業
振
興
を
推
進
す
る
た
め
設
立
さ
れ
、
講
演

会
・
交
流
会
・
視
察
等
行
っ
て
き
ま
し
た
。
毎

年
、
４
市
町
村
で
順
番
に
視
察
・
交
流
会
を
計

画
し
実
施
し
て
き
て
、
今
回
、
東
御
市
が
当
番

に
な
り
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
30
名
が
参

加
、
市
役
所
駐
車
場
に
集
合
し
、
最
初
の
視
察

先
ヴ
ィ
ラ
デ
ス
ト
ガ
ー
デ
ン
フ
ァ
ー
ム
に
向
か

う
。
次
に
ア
ル
カ
ン
ヴ
ィ
ー
ニ
ュ
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
視
察
見
学
後
、
同
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
研
修
室
に

て
「
湯
ノ
丸
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ

に
東
御
市
企
画
振
興
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
専
門
官
の
佐
藤
照
友
旭
氏
よ
り

湯
ノ
丸
が
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
地
と
し
て
の
利

用
度
が
増
し
、
魅
力
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
い
る

と
の
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

各
団
体
か
ら
事
業
の
取
り
組
み
、
地
域
の
景
況

等
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
終
了
後
、
会
場
を
レ
ス
ト
ラ

ン
「
お
ら
ほ
」
に
移
し
、
花
岡
利
夫
市
長
に
も

ご
出
席
い
た
だ
き
懇
親
会
を
行
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
地
域
内
外
、
異
業
種
の
方
々
の
情

報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
、
小
諸

市
で
す
。

商
工
会
役
職
員
視
察
研
修

迎賓館赤坂離宮

第58回商工会全国大会

浅
間
山
麓
産
業
振
興

推
進
協
議
会
交
流
会

「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）のご案内
【ご融資額】 お子さま１人あたり 350 万円以内
【金　　 利】 年 1.78%（固定金利）
【返済期間】 15 年以内
【お使いみち】 入学金、授業料、教科書代、
アパート・マンションの敷金・家賃など

詳しくは HP（「国の教育ローン」で検索）または教育ロー
ンコールセンター
0570-008656（ナビダイヤル）までお問い合わせください。
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さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
女
性
の
活
躍
、
起
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
商
工
会
で
も
平
成
30
年

度
の
通
常
総
会
で
初
め
て
女
性
の
副
会
長
が
選

出
さ
れ
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
活
か
し
た
、

会
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

女
性
部
5
団
体
の
代
表
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
皆

様
の
考
え
を
聞
く
中
か
ら
、
地
域
を
元
気
に
す

る
ヒ
ン
ト
を
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
：
ま
ず
初
め
に
自
己
紹
介
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

成
山
さ
ん
：
平
成
30
年
度
の
役
員
改
選
で
商
工

会
副
会
長
を

仰
せ
つ
か
っ

た
成
山
で
す
。

会
社
は
田
中

に
あ
る
㈱
吉

川
商
事
で
す
。

父
が
創
業
し
て
四
十
数
年
清
掃
の
事
業
を
営
ん

で
お
り
ま
す
。
長
年
事
業
を
や
っ
て
い
て
、
女

性
部
の
部
長
も
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
、
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
よ

う
と
う
た
っ
て
参
り
ま
し
た
。
商
工
会
副
会
長

に
な
っ
て
、
改
め
て
商
工
会
の
活
用
術
を
知
る

こ
と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
に
も
お
伝
え
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田
さ
ん
：
上
田
法
人
会
東
御
支
部
女
性
部
長

の
山
田
で
す
。
会
社
は
御
牧
原
で
建
設
業
を
営

ん
で
い
る
竹
内
工
業
㈱
で
、
34
年
前
か
ら
働
い

て
お
り
ま
す
。
苦
し
い
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
乗
り
越
え
現
在
は
外
国
人
労
働
者
も

雇
用
し
、
働
き
手
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。

　

法
人
会
女
性
部
は
年
１
回
の
日
帰
り
研
修
会
、

ま
た
上
田
法
人
会
の
本
会
と
一
緒
に
持
ち
回
り

で
地
域
の
ク
リ
ー
ン
活
動
や
研
修
旅
行
、
健
康

セ
ミ
ナ
ー
、
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
、
ま
た
企
業
が

正
し
く
納
税
す
る
た
め
に
と
、
絵
ハ
ガ
キ
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

金
井
さ
ん
：
商
工
会
女
性
部
長
の
金
井
で

す
。
八
重
原
で
か
な
い
商
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。

元
々
父
の
友
人
が
経
営
し
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
れ
を
引
き
継
ぎ
現
在
は
両
親
と
一
緒
に
営
ん

で
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
女
性
部
員
は
70
人
ほ
ど
い
ま
す
。
活

動
内
容
は
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
の
無
料
配
布
、
火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
う
ど
ん
の
販
売
、
日
帰
り
研
修
会
、

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
講
習
会
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め

て
子
ど
も
ワ
ク
チ
ン
支
援
な
ど
の
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

木
島
さ
ん
：
東
御
市
青
色
申
告
会
女
性
部
副
部

長
の
木
島
で
す
。
布
下
で
民
宿
き
じ
ま
荘
を

や
っ
て
お
り
ま
す
。
前
身
は
父
と
主
人
と
弟

座談会

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り

～
女
性
部
の
つ
な
が
り
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
ト
を
探
る
～

（後列）　木島好江 青色申告会女性部副部長／金井美恵子 商工会女性部長

（前列）　山田美登里 法人会女性部長／成山喜枝 商工会副会長／佐藤美佳子 田中商店街女性の会会長
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で
工
務
店
を
し

て
お
り
ま
し
た
。

主
人
が
病
気
を

し
ま
し
て
、
そ

う
い
う
仕
事
も

出
来
な
く
な
り
、

そ
の
こ
ろ
近
く
の
温
泉
を
使
わ
し
て
も
ら
え
る

と
い
う
こ
と
で
民
宿
を
始
め
ま
し
た
。
温
泉
の

湯
質
は
と
て
も
良
い
の
で
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

青
色
申
告
会
女
性
部
の
活
動
と
し
て
は
、
年

に
一
度
泊
り
で
交
流
旅
行
と
上
小
地
区
で
の
合

同
研
修
会
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
青
色
申
告

会
の
会
員
を
増
や
す
為
の
活
動
も
親
会
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
し
て
お
り
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
：
田
中
商
店
街
女
性
の
会
会
長
の
佐

藤
で
す
。
も
と
も
と
は
主
人
の
父
が
サ
ト
ウ
カ

メ
ラ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
私
た
ち

は
横
浜
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
す
が
、
地
元
に

戻
り
主
人
の
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
会

社
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ツ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

現
在
で
は
カ
メ
ラ
店
に
加
え
、
パ
ソ
コ
ン
販
売
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ス
ク
ー
ル
事
業
、
太
陽
光
発

電
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
地
域
密
着
で
色
々

と
や
っ
て
い
ま
す
。
会
の
活
動
と
し
て
は
、
花

の
時
期
は
駅
前
の
花
壇
の
水
く
れ
や
草
む
し
り
、

植
え
替
え
作
業
を
し
て
ま
ち
の
玄
関
口
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
ま
た
花
市
で
は
商
店
街
に
灯
篭

を
並
べ
て
灯
り
を
と
も
し
、
え
び
す
講
感
謝
祭

り
で
は
駅
前
で
育
っ
た
く
る
み
を
使
っ
た
お
は

ぎ
や
う
ど
ん
の
販
売
、
バ
ザ
ー
を
し
て
商
店
街

の
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
田
中
地
域
づ
く
り
の
会
主
催
の
「
田
中
ま
ち

な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
協

力
し
て
店
頭
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
か
ぼ
ち
ゃ
を

飾
っ
た
り
、
仮
装
し
た
子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子

を
あ
げ
て
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

事
務
局
：
皆
さ
ん
が
活
動
に
携
わ
る
こ
と
で
感

じ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
さ
ん
：
6
月
に
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
東
御
清
翔
高
校
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
と
一
緒
に
「
田
中
ま
ち
な
か
お

化
け
屋
敷
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
初
め
て
行
わ

れ
、
冷
や
し
ぶ
っ
か
け
う
ど
ん
を
販
売
す
る
と

い
う
か
た
ち
で
関
わ
り
ま
し
た
。
予
想
を
は
る

か
に
上
回
る
1
0
0
0
人
の
来
場
が
あ
り
、
暑

い
日
だ
っ
た
の
で
冷
た
い
う
ど
ん
が
大
好
評
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
、
親
子
連
れ
が
ど
こ
か
ら

集
ま
る
ん
だ
ろ
う
‥
と
思
う
く
ら
い
集
ま
っ
て

く
れ
て
驚
き
ま
し
た
。

成
山
さ
ん
：
お
化
け
屋
敷
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も

凄
か
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
欲
し
い
で
す
ね
。

佐
藤
さ
ん
：
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
て
み
て
、
い

ろ
ん
な
団
体
や
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
で
、
新
し
い
も

の
が
生
ま
れ
人
も
集
ま
っ
て
活
性
化
に
な
る
ん

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

成
山
さ
ん
：
自
分
た
ち
で
だ
け
で
主
催
し
運
営

す
る
と
い
う
事
は
本
当
に
大
変
で
す
。
主
催
者

が
居
て
そ
こ
に
参
加
す
る
事
は
女
性
部
で
も
で

き
る
の
で
、
そ
う
い
う
機
会
に
は
意
欲
的
に
参

加
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
た
だ
、
他
の
委
員

会
に
所
属
し
て
い
て
思
っ
た
の
で
す
が
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
立
ち
上
げ
当
初
は
補
助
金
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
補
助
金
が
終

わ
っ
て
か
ら
の
継
続
が
難
し
く
、
問
題
だ
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

山
田
さ
ん
：
行
政
が
指
導
し
、
補
助
金
も
出
し

立
ち
上
げ
る

と
こ
ろ
ま
で

は
や
る
の
で
、

そ
れ
以
降
自

分
た
ち
の
力

で
や
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
補
助
金
が

あ
る
う
ち
に
ど
う
や
っ
て
自
立
し
て
い
く
か
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

成
山
さ
ん
：
他
力
本
願
で
な
く
、
自
分
た
ち
で

継
続
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
ね
。

金
井
さ
ん
：
女
性
部
で
は
今
年
1
月
に
将
来
の

起
業
家
を
育
成
す
る
た
め
の
事
業
と
し
て
「
次

世
代
起
業
家
育
成
塾
」
を
子
供
た
ち
対
象
に
実

施
致
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
「
商
工
会
っ

て
知
っ
て
い
る
か
な
？
」
と
い
う
質
問
を
し
た

と
こ
ろ
、
皆
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
子
供
た
ち

が
知
ら
な
か
っ
た
ら
親
も
知
ら
な
い
人
が
多
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
育
成
塾
は
、

瀬
田
木
工
所
様
に
経
営
の
厳
し
さ
や
楽
し
さ
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
、
職
場
体
験
と

し
て
本
棚
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
業

を
子
供
た
ち
と
親
御
さ
ん
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

う
の
も
商
工
会
や
女
性
部
の
認
知
度
向
上
や
商

工
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

感
じ
ま
し
た
。

事
務
局
：
皆
さ
ん
の
活
動
が
子
ど
も
た
ち
と
地

域
住
民
に
商
工
会
や
女
性
部
を
知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
部
員
が
参

加
し
や
す
く
す
る
た
め
に
出
来
そ
う
な
こ
と
な

ど
あ
り
ま
す
か
？

木
島
さ
ん
：
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
思
っ
た

こ
と
で
す
が
、
役
員
に
な
っ
て
い
な
い
と
出
席

し
て
も
良
い
の
か
な
？
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
一
般
部
員
が
参
加
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
参
加
も
し
や
す
く

な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

金
井
さ
ん
：
今
も
部
員
の
皆
さ
ん
に
は
協
力
し
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て
頂
き
、
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

都
合
の
い
い
時
だ
け
で
も
、
参
加
し
て
も
ら
え

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

成
山
さ
ん
：
転
換
期
か
な
と
思
う
事
も
あ
り
ま

す
。
今
、
戦
力
に
な
っ
て
い
る
女
性
部
の
方
々

と
こ
れ
か
ら
女
性
部
に
入
っ
て
く
る
方
々
で
協

力
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら

必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
若
い
世
代
が
出
や

す
い
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
女
性
部
を

盛
り
上
げ
る
と
思
う
し
、
新
し
い
こ
と
を
始
め

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
火
の

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
昼
間
、
お
う
ど
ん

を
売
る
だ
け
で
な
く
、
夜
の
部
を
作
っ
た
り
し

て
、
若
い
世
代
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
の
も
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

金
井
さ
ん
：
火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も

昔
と
場
所
が
変

わ
り
、
徐
々
に

規
模
が
小
さ
く

な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
が
残

念
で
す
よ
ね
。

新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
盛
り
上
げ
る
こ
と
は
い

い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

事
務
局
：
毎
回
で
な
く
て
も
、
参
加
出
来
る
時

に
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
、
こ
れ
か
ら
入
っ
て

く
る
新
し
い
部
員
さ
ん
が
出
や
す
い
環
境
を

作
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す

か
？

佐
藤
さ
ん
：
部
員
、
会
員
の
参
加
し
や
す
さ
と

い
う
の
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
は
子
育
て
世
代
の
人
た
ち
が
安
心
し
て

仕
事
を
し
た
り
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
す
る

時
間
を
持
て
る
ま
ち
で
あ
れ
ば
い
い
な
あ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
女
性
が
社
会
の
中
で
い
き
い

き
と
暮
ら
す
に
は
、
や
は
り
い
ろ
ん
な
形
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
か
と
思
い
、
個
人
的
な
こ
と
で

す
が
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
で
き

る
時
に
少
し
で
す
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

山
田
さ
ん
：
資
格
が
な
く
て
も
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
で
お
手
伝
い
出
来
る
っ
て
い
い
こ
と
で
す

よ
ね
。
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
と
子
育
て
世
代

に
と
っ
て
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
ね
。

女
性
部
に
呼
び
か
け
て
み
ん
な
で
や
っ
て
み
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

金
井
さ
ん
：
市
で
や
っ
て
い
る
行
事
で
も
商
工

会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
も
、
地
域
活
動
に

参
加
し
て
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
地
域
の
元
気

に
繋
が
り
ま
す
よ
ね
。

佐
藤
さ
ん
：
今
回
商
工
会
で
企
画
し
た
ま
ち
ゼ

ミ
も
い
ろ
い
ろ
な
お
店
の
方
が
出
て
く
だ
さ
っ

て
、
私
自
身
受
講
し
た
い
と
思
う
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
プ

ロ
の
話
を
聞

け
る
の
っ
て

い
い
な
と
思

い
ま
す
よ
ね
。

興
味
を
持
っ

た
と
こ
ろ
に
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、

市
内
の
お
店
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
い

い
で
す
ね
。

成
山
さ
ん
：
現
状
の
活
動
を
維
持
し
つ
つ
も
、

小
さ
い
こ
と
で
も
い
い
の
で
新
し
い
こ
と
を
少

し
ず
つ
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
な
っ

て
話
を
聞
き
つ
つ
思
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
こ

う
し
て
各
女
性
部
が
集
ま
っ
た
の
で
、
み
ん
な

で
何
か
を
や
る
こ
と
も
活
性
化
に
繋
が
り
ま
す

ね
。
ま
た
こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
も
ら
っ
て

何
か
出
来
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。

山
田
さ
ん
：
ほ
か
の
女
性
部
と
一
緒
に
や
る
、

合
同
っ
て
い
う
と
と
て
も
心
強
い
で
す
。
や
は

り
横
の
つ
な
が
り
も
大
切
で
す
ね
。
大
そ
れ
た

こ
と
じ
ゃ
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

木
島
さ
ん
：
青
色
申
告
会
女
性
部
も
活
動
し
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
考
え
て
は
い
る
も

の
の
、
部
員
の
年
齢
も
上
が
っ
て
来
て
い
て
、

人
数
も
減
っ
て
き
て
い
て
、
な
か
な
か
出
来
る

こ
と
が
限
ら
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
他
の
部
と
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る

こ
と
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

成
山
さ
ん
：
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
だ
け
で
な

く
、
何
か
を
簡
単
に
学
べ
る
合
同
研
修
会
も
い

い
で
す
ね
。
私
た
ち
個
人
事
業
だ
と
、
電
話
対

応
と
か
も
学
ぶ
機
会
も
な
か
っ
た
か
ら
、
「
今

さ
ら
聞
け
な
い
〇
〇
」
と
か
み
ん
な
が
参
加
し

や
す
い
も
の
を
企
画
し
て
、
参
加
者
を
募
っ
て

女
性
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
み
ん
な
で
提
案
・
計
画
し
て
活
性
化
の

役
に
立
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

他
４
人
：
そ
う
し
ま
し
ょ
う
！
成
山
さ
ん
、
副

会
長
な
の
で
先
頭
を
切
っ
て
お
願
い
い
た
し
ま

す
！
（
笑
）

　

今
回
こ
の
よ
う
な
会
を
開
き
、
皆
さ
ん
が
集

ま
る
機
会
が
出
来
た
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
活
性
化
の
一
躍
を

担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

各
女
性
部
は
、
随
時
部
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
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青
年
部
の
30
年
度
の
活
動
で
は
、
雷
電
ま
つ

り
は
荒
天
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
事
前
の
準
備

を
頑
張
っ
て
い
た
だ
け
に
残
念
で
し
た
。
今
年

は
護
身
術
講
習
会
を
開
催
し
身
を
も
っ
て
痛
い

思
い
を
し
な
が
ら
守
る
術
を
学
び
ま
し
た
。
研

修
旅
行
は
新
し
い
豊
洲
市
場
と
築
地
市
場
の
そ

の
後
、
浅
草
寺
見
学
、
他
に
も
県
の
青
年
部
の

方
々
と
交
流
会
活
動
な
ど
多
様
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
毎
月
の
定
例
会
を
は
じ
め
花
市

他
、
皆
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
お

近
く
に
青
年
部
世
代
の
方
々
お
ら
れ
ま
し
た
ら

是
非
入
会
の
ス
ス
メ
を
お
声
掛
け
下
さ
い
‼

　

（
一
社
）
上
田
法
人
会
東
御
支
部
で
は

10
月
28
日
29
日
と
金
沢
へ
視
察
研
修
会
を
行
い
、

金
沢
商
工
会
議
所
、
東
茶
屋
街
、
近
江
町
市
場

な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

金
沢
商
議
所
で
は
西
田
局
長
、
柿
課
長
か
ら
、

「
北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
と
課
題
」
に
つ
い
て

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　

お
も
て
な
し
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
Ｈ
26
年

か
ら
「
ざ
わ
も
て
」
運
動
を
行
い
、
そ
の
効
果

も
あ
っ
て
、
観
光
客
数
は
右
肩
上
が
り
に
伸
び

続
け
て
い
ま
す
。
課
題
は
宿
泊
施
設
不
足
、
食

材
・
宿
・
飲
食
店
な
ど
の
価
格
高
騰
、
人
手
不

足
等
々
で
す
。
今
後
は
大
阪
ま
で
の
延
伸
実
現

と
現
状
の
課
題
解
決
、
お
も
て
な
し
力
の
更
な

る
向
上
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
意
見
交
換

を
行
い
充
実
し
た
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

法
人
会

で
は
新
規

会
員
を
募

集
し
て
い

ま
す
。
入

会
希
望
の

方
は
事
務

局
ま
で
。

次
世
代
起
業
家
育
成
塾

　

商
工
会
女
性
部
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
、

次
世
代
の
起
業
家
・
経
営
者
を
育
成
す
る
土
壌

を
醸
成
し
、
女
性
部
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
商

工
会
や
女
性
部
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
「
次
世
代
起
業
家
育
成
塾
」
を
１
月
12
日
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
講
師
に
瀬

田
木
工
の
瀬
田
友
康
さ
ん
、
後
継
者
の
智
之
さ

ん
を
お
迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
金
井
部
長
か
ら
商
工
会
や
女
性
部
、

地
域
産
業
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て

友
康
さ
ん
か
ら
「
建
具
屋
さ
ん
に
学
ぶ
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
」
に
つ
い
て
の
ご
講
義
、
智
之

さ
ん
か
ら
は
、
建
具
屋
さ
ん
の
役
割
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て

本
棚
づ
く
り
の
体
験
で
す
。
①
設
計
図
を
考
え

②
設
計
図
の
と
お
り
に
木
材
に
線
を
引
き
③
木

材
を
切
り
④
組
み
立
て
る
。
以
上
の
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
う
ま
く
出
来
な
い
と

こ
ろ
は
瀬
田
さ
ん
や
仲
間
の
高
藤
木
工
所
さ
ん
、

渡
辺
木
工
所
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、

全
員
時
間
内
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
職
人
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
「
世
界
で
一
つ
だ
け
の
本
棚
が

出
来
て
う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど
、
今
回
の
事
業

で
地
域
の
産
業
や
商
工
会
・
女
性
部
を
知
っ
て

頂
く
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

東
御
支
部
活
動
報
告

商
工
貯
蓄
・
く
る
み
共
済
御
礼

　

7
月
か
ら
11
月
を
共
済
加
入
特
別
推
進
期

間
月
間
と
し
て
各
支
会
の
役
員
さ
ん
を
中
心

に
推
進
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
今
年
も
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
加

入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
標
達
成
支
会

商
工
貯
蓄
―
北
御
牧
支
会
、
和
支
会

く
る
み
共
済
―
祢
津
支
会

（
尚
、
推
進
期
間
以
外
で
も
加
入
手
続
き
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
商
工

会
事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
）
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～補助金に興味があるけれど、よくわからないという方のために！～

補助金とは
国などの行政が政策目標を達成するために、事業者に支給するお金のことをいいます。

原則として返済する必要がありません。

１．補助金と助成金の違い
補助金 助成金

支給条件 申請書の内容を審査して、優れたものに支
給される

政策として定める要件を満たしていれば支
給される

申請期間 １～数か月程度の公募期間内に申請しなけ
ればならない

通年で申請可能、もしくは申請期間が設け
られていても長期のことが多い

主な補助金・助成金 ものづくり補助金、小規模事業者持続化補
助金、IT導入補助金など

キャリアアップ助成金、業務改善助成金な
ど

おもな管轄省庁 経済産業省や中小企業庁など 厚生労働省など

２．補助金の流れ
①知る、調べる　　
　　　　➡
②申請書の作成　　
　　　　➡
③採択決定　　　　
　　　　➡
④事業の実施　　　
　　　　➡
⑤実績報告書の提出
　　　　➡
⑥補助金の交付　　

３．注意点
①手段が目的になっていないか
補助金は通常自己負担がともないます。事業計画作成を通じて経営課
題を把握したうえで、その課題のための道筋を明らかにし、課題解決
のための手段として補助金を有効活用するというのが本来あるべき姿
です。
②費用は後払い
機械や設備の購入などの費用は、事業者が一旦全額支払ったうえで、
事業が完了して実績報告書を提出したのちに補助金が支払われます。
したがって補助金が入金されるまでの間、費用全額を支払うだけの資
金を用意しておく必要があります。
③使途や処分には制限がある
申請書に記載がない目的以外に使用したり、無断で売却や譲渡したり
すると、補助金を返還しなければならないばあいがありますので注意
が必要です。

４．採択されるためのポイント
補助金を審査で採択されるためには、しっかりとした事業計画を作成することが重要です。通常は補助
金ごとに公募要領で審査の観点などが示されていますので、それを意識して事業計画を作成しましょう。

補助金活用　基本のキ

有限会社　山岸自動車工業
【補助事業内容】
スマートフォンでも対応可能な24時間受付業務システムの構
築と周知の為のチラシ作成・配布

【事業者の声】
本来多額の費用が掛かるシステム開発ですが、補助金を利用で
きることを知り開発導入するきっかけとなりました。機会があ
れば是非次回も利用したいです。

☆住所
東御市本海野1650
TEL：0268-62-1025

居酒屋 澤
【補助事業内容】
衝立を導入・設置し、個の空間を確保出来るレイアウトへの変
更、販促の為のチラシ作成・新聞折込

【事業者の声】
今年初めて補助金の採択でしたが、このような補助金を有効的
に利用し、毎年少しずつ新たな事を導入出来たら、とても助か
ります。今後人材を育てられる補助金があれば利用したいと思
います。

☆住所
東御市八重原2752
TEL：0268-75-7221

『平成29年度小規模事業者持続化補助金採択者の声』
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新
会
員
の
ご
紹
介

㈱
ナ
ノ
キ
上
田

　
　
（
和
支
会
）

　
　
小
林
　
達
史

農
事
組
合
法
人

　
と
や
原
フ
ァ
ー
ム

　
　
（
北
御
牧
支
会
）

　
　
栁
澤
　
祐
一

小
林
保
険
事
務
所

　
　
（
北
御
牧
支
会
）

　
　
小
林
　
文
明

合
同
会
社
　
徳
蔵

　
　
（
和
支
会
）

　
　
深
井
　
徳
朗

　

初
め
ま
し
て
。
本
年
6
月
よ
り
東
御
市
和
地
籍
に

鋳
造
工
場
を
開
設
し
ま
し
た
。
主
に
亜
鉛
機
で
鋳
造

す
る
企
業
で
す
。
８
月
よ
り
本
社
も
上
田
市
か
ら
和

に
移
し
、
９
月
か
ら
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

鍵
や
キ
ー
ロ
ッ
ク
部
品
の
精
密
鋳
造
が
得
意
分
野

で
す
。
他
に
建
築
金
物
類
の
鋳
造
で
地
味
な
仕
事
で

す
が
、
地
肌
を
優
先
し
た
鋳
造
技
術
で
各
方
面
の
顧

客
か
ら
、
厚
い
信
頼
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
度
商
工
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、

地
域
の
皆
様
に
役
立
つ
企
業
と
し
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
御
指
導
の
程
宜
敷
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

御
牧
原
で
信
州
黄
金
シ
ャ
モ
の
生
産
か
ら
解
体
処

理
・
販
売
を
し
て
お
り
ま
す
農
事
組
合
法
人 

と
や

原
フ
ァ
ー
ム
で
す
。

　

長
野
県
で
生
産
さ
れ
る
鶏
の
最
高
峰
に
位
置
づ
け

さ
れ
る
信
州
黄
金
シ
ャ
モ
は
、
シ
ャ
モ
の
父
と
名
古

屋
種
の
母
か
ら
生
ま
れ
、
御
牧
原
の
清
々
し
い
環
境

で
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
血
統
か
ら
う

ま
み
成
分
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
、
噛
む
ほ
ど
に
あ

ふ
れ
る
肉
汁
か
ら
鶏
肉
本
来
の
う
ま
み
が
感
じ
ら
れ

る
商
品
で
す
。

　

飲
食
店
の
皆
様
は
じ
め
一
般
の
お
客
様
に
も
、
正

肉
1
枚
か
ら
販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
3
月
に
設
立
し
た
「
徳
蔵
」
の
深
井
徳
朗
で

す
。
昔
の
農
法
を
見
習
っ
て
、
自
然
の
力
を
利
用
し

た
米
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
冬
の
間
、
田
ん
ぼ
に
水

を
溜
め
る
「
冬
期
湛
水
」
と
、
田
ん
ぼ
を
起
こ
さ
な

い
「
不
耕
起
栽
培
」
に
よ
り
、
農
薬
も
肥
料
も
使
わ

ず
に
米
を
作
っ
て
10
年
に
な
り
ま
す
。
下
は
水
田
、

上
は
太
陽
光
発
電
の
営
農
型
太
陽
光
発
電
も
挑
戦
す

る
つ
も
り
で
す
。

　

商
工
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
を
い
た
だ
な

が
ら
地
域
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
日
向
の
商
工
会
北
御
牧
支
所
の
隣
で
、
各
種
損

害
保
険
・
生
命
保
険
の
代
理
店
を
し
て
お
り
ま
す
。

業
界
33
年
の
経
験
を
生
か
し
「
事
故
が
あ
っ
た
ら
、

災
害
が
起
き
た
ら
、
即
刻
、
現
場
に
走
ろ
う
」
を
理

念
と
し
、
ま
た
営
業
に
関
し
て
は
、
「
お
客
さ
ま
本

位
の
安
心
と
補
償
を
お
届
け
す
る
」
事
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
紹
介
契
約
を
い
た
だ
き
広
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
・
社
会
に
貢
献
し

て
い
く
事
を
心
が
け
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
立
ち
寄

り
下
さ
い
。

新
会
員

　

東
御
郵
便
局
（
田
中
支
会
）

郵
便
局
長　

塚
田
実
津
夫

　

㈱
輝
山
（
滋
野
支
会
）

山
岸　

幸
治

　

㈱
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
（
田
中
支
会
）

ゴ
ッ
ス　

ス
シ
ャ
ン
ト

　

フ
ァ
ー
ム
光
（
北
御
牧
支
会
）

武
田　

文
雄

　

持
田
電
気
管
理
事
務
所
（
北
御
牧
支
会
）

持
田
二
三
夫

　

オ
ビ
ナ
タ
（
祢
津
支
会
）

大
日
向
建
夫

　

清
水
空
調
設
備
（
祢
津
支
会
）

清
水　

紀
哉

　

㈲
信
州
フ
ァ
ー
ム
荻
原
（
北
御
牧
支
会
）

荻
原　

昌
真

　

沢
設
備
（
滋
野
支
会
）

沢　
　

正
己

～当会会報への広告チラシ同封
　サービス開始致しました！～
１枚３円で貴事業所の商品・サービス等の
広告チラシを同封し、会員事業所へお届け
いたします。

◦発行部数：約700部
◦発行先：当会員事業所、関係機関　など

詳しくはお問い合わせください。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・

消
費
者
還
元
事
業
へ

参
加
し
ま
し
ょ
う
！

そ
の
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト 

③

消
費
者
還
元
で

　
　
　
　

集
客
力
Ｕ
Ｐ
！

メ
リ
ッ
ト 

④

レ
ジ
締
め
・
現
金
取
扱
い

コ
ス
ト
を
省
い
て
業
務
効

率
化
！

メ
リ
ッ
ト 

①

今
な
ら
端
末
導
入
の

ご
負
担
な
し
！

端
末
本
体
と
設
置
費
用
な
ど
が
無
料
。

軽
減
税
率
対
策
、
補
助
金
対
象
の
端
末
支

援
に
つ
い
て
も
比
較
・
検
討
く
だ
さ
い
！

メ
リ
ッ
ト 

②

決
済
手
数
料

　
　
　

3
・
25
％
以
下
！

さ
ら
に
実
施
期
間
中
は
国
が
そ
の
１
／
３

を
補
助

４
月
か
ら
対
象
店
舗
の
登
録
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

商
工
会
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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長野県最低賃金

821円

平成30年
10月1日から
<時間額>

26円
UP

中小企業
事業者の
皆さんへ

賃金の引き上げを支援します
業務改善助成金
生産性向上のための設備投資などを行って、事業場内の最低賃金を一定額以上引
き上げた場合、その設備投資などの費用の一部を助成する制度です。支給対象者
と支給要件、助成金は一定の条件があります。

事業主の皆さまへ

「働き方」 が変わります！！
2019年4月1日から

働き方改革関連法が順次施行されます

POINT

2 年次有給休暇の確実な取得が必要です！
施行：2019年4月1日～

使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、毎年5日、時季を
指定して有給休暇を与える必要があります。

POINT

3 正社員と非正規社員の間の不合理な待遇差が禁
止されます！

施行：2020年4月1日～　※中小企業は、2021年4月1日～

同一企業内において、正社員と非正規社員（パートタイム労働者、有期雇用労働者、派遣労働者）の

間で、基本給や賞与などの個々の待遇ごとに不合理な待遇差が禁止されます。

POINT

1 時間外労働の上限規制が導入されます！
施行：2019年4月1日～　※中小企業は、2020年4月1日～

時間外労働の上限について、月45時間、年360時間を原則とし、臨時的な特別な事情
がある場合でも年720時間、単月100時間未満（休日労働含む）、複数月平均80時間（休日労働含

む）を限度に設定する必要があります。


